
口
を
目
指
し
た
純
米
酒
で
す
。
個
人
的

に
は
50
度
位
の
燗
が
好
き
で
す
。 

旨
口
純
米
酒 

 

昨
年
暮
れ
に
発
売
し
た
新
商
品
の
純

米
酒
で
す
。
日
本
名
門
酒
会
と
の
お
値

打
ち
純
米
企
画
で
、
販
売
価
格
二
千
円

以
内
を
目
標
に
、
そ
の
条
件
下
の
最
高

を
目
指
し
ま
し
た
。
決
め
手
は
「
農
大

花
酵
母
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
分
離
株
」
の

使
用
。
一
番
の
特
徴
は
リ
ン
ゴ
酸
。
秋

田
県
産
米
の
70
％
精
米
で
す
が
、
し
っ

か
り
し
た
キ
レ
の
あ
る
お
酒
で
す
。
冷

や
・
常
温
・
ぬ
る
燗
（
40
度
位
）
が
お

勧
め
で
す
。 

 

味
覚
の
秋
、
旬
の
料
理
と
共
に
、
天

寿
の
純
米
酒
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

秋
が
来
た
!! 

代
表
取
締
役
社
長 

大
井
建
史 

  

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

暑
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
健
勝
で
お
過

し
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
の
ご
愛
顧
に
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

今
年
の
夏
は
、
お
蔭
様
を
も
ち
ま
し

て
天
災
も
今
の
所
無
く
、
酒
米
も
順
調

に
生
育
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
酒

蔵
の
保
全
作
業
は
相
変
わ
ら
ず
で
、
今

年
は
鉄
骨
蔵
部
分
の
防
水
が
老
朽
化

し
、
屋
根
の
防
水
シ
ー
ト
の
交
換
と
外

壁
の
シ
ー
リ
ン
グ
の
打
ち
直
し
で
脂
汗

を
？
流
し
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
い
よ
い
よ
美
食
の
秋
、
日
本

酒
の
秋
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
サ
ン

マ
漁
の
ニ
ュ
ー
ス
も
聞
こ
え
始
め
ま
し

た
が
、
酒
蔵
の
中
で
も
お
酒
の
熟
成
が

進
み
、
飲
み
頃
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

天
寿
は
、
も
と
も
と
超
地
元
型
で
現

在
も
県
外
へ
の
出
荷
量
は
７
％
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
最
近
の
私
ど
も
か
ら
の
情
報

が
、
香
り
吟
醸
型
の
物
が
多
か
っ
た
の

で
、
今
回
は
主
力
で
あ
る
純
米
酒
の
お

勧
め
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

社
長
に
成
り
早
々
に
純
米
酒
の
比
率

を
50
％
以
上
に
と
目
標
を
定
め
ま
し
た

が
ま
だ
ま
だ
で
す
。
現
在
、
特
別
純
米

雪
の
詩
・
天
寿
純
米
酒
・
旨
口
純
米
酒

の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

特
別
純
米
「
雪
の
詩
」 

 

こ
の
お
酒
は
天
寿
の
旧
一
級
純
米
酒

で
、
昭
和
50
年
代
後
半
の
日
本
酒
ブ
ー

ム
の
時
に
か
な
り
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
純
米
吟
醸
が
ほ
と
ん
ど
無
い
頃

に
、
精
米
歩
合
は
60
％
で
す
が
吟
造
り

で
、
酒
造
好
適
米
と
言
う
言
葉
が
流
通

に
浸
透
し
て
い
な
い
頃
に
美
山
錦

100
％

で
醸
さ
れ
て
い
た
お
酒
で
す
。
味
の
重

い
純
米
が
多
か
っ
た
頃
で
す
か
ら
、
吟

系
の
キ
レ
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。
常

温
・
冷
や
・
ぬ
る
燗
で
ど
う
ぞ
。 

天
寿
「
純
米
酒
」 

 

こ
の
お
酒
は
天
寿
の
旧
二
級
純
米

酒
。
日
本
名
門
酒
会
に
勧
誘
さ
れ
最
初

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
こ
の
酒
で

す
。
当
初
は
地
元
米
の
ヨ
ネ
シ
ロ
で
造

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
（
地
元
山
間
部
で

作
ら
れ
た
ヨ
ネ
シ
ロ
は
一
般
米
の
掛
け

米
と
し
て
評
価
が
高
く
、
山
形
の
庄
内

地
区
か
ら
も
最
近
ま
で
買
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
奨
励
品
種
か
ら
外
さ
れ
作
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
）
10

年
程
前
か
ら
全
量
弊
社
自
慢
の
天
寿
酒

米
研
究
会
産
の
美
山
錦
を
使
用
し
、
精

米
歩
合
は
酒
母
60
％
・
掛
米
65
％
、
協

会
７
号
酵
母
仕
込
み
。
米
の
味
を
し
っ

か
り
と
、
冷
や
・
常
温
・
燗
と
味
わ
い

の
幅
も
広
い
、
じ
っ
く
り
味
わ
え
る
旨

天寿酒造株式会社 
〒015-0411 

秋田県由利本荘市矢島町城内字八森下117 
 TEL 0184-55-3165   FAX 0184-55-3167 

http://www.tenju.co.jp  
  第36号  2005年9月号 

旨口純米酒 純米酒 特別純米「雪の詩」 

 本
醸造
 

天寿
｢百年
」 

 

米
寿
の
方
八
十
八
名
様
に 

 
 

銘
酒
「
天
寿
百
年
」
プ
レ
ゼ
ン
ト 

 

 

敬
老
の
日
が
近
づ
い
て
参
り
ま
し
た
。 

 

本
年
米
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
す
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

天
寿
酒
造
で
は
、
永
年
こ
の
地
で
酒
造
業
を
営
ん
で
来
ら

れ
た
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
創
業
百
周
年
を
迎
え
た
昭
和

49
年
以
来
31
年
間
に
わ
た
り
、
由
利
・
本
荘
地
区
の
米
寿
を

迎
え
ら
れ
た
方
々
に
、
銘
酒
「
天
寿
百
年
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
一
昨
年
か
ら
は
弊
社
の
「
感
謝
の

思
い
」
を
も
っ
と
広
く
お
伝
え
す
る
為
に
、
こ
の
「
天
寿
百

年
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
企
画
致
し
ま
し
た
。
ご
応
募
は
ご
本
人

は
勿
論
、
お
子
様
、
お
孫
様
、
ご
親
戚
、
ご
友
人
か
ら
で
も

結
構
で
す
。
「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
ね
」
の
気
持
ち
を

込
め
て
、
左
記
要
領
に
て
、
ど
し
ど
し
ご
応
募
下
さ
い
。 

 

●
応
募
要
領 

応
募
者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
米
寿
者
氏
名
・
生

年
月
日
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
Ｅ
メ
ー
ル
又
は
ハ
ガ
キ
で

ご
応
募
下
さ
い
。 

 

●
米
寿
対
象
者 

大
正
６
年
４
月
～
大
正
７
年
３
月
生
ま
れ

の
方 

●
応
募
締
切 

平
成
17
年
９
月
13
日 

〒
〇
一
五
―
〇
四
一
一 

 

秋
田
県
由
利
本
荘
市
矢
島
町
城
内
字
八
森
下
一
一
七 

 
 

天
寿
酒
造
株
式
会
社 

 
 
 

「
こ
の
酒
で
百
歳
ま
で
」
係 

 

   『敬老の日』『敬老の日』『敬老の日』   
お祝いプレゼントお祝いプレゼントお祝いプレゼント   

 先着で米寿の方 
88名様に 
天寿｢百年｣（720ml） 
１ 本 プレゼント 

 ご意見、ご感想をおきかせください。  
日本酒についてもっと知りたい方、天寿についての情報
を知りたい方、ご連絡をお待ちしております。 
●E-ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  ･･････ tenju@chokai.ne.jp 
●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄ゙ ﾚｽ････http://www.tenju.co.jp 
●ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ ････････0120-50-3165 
●F A X ･･････････ 0184-55-3167 

★蔵見学希望の方は、準備等の都合がございますので事 
  前にご連絡下さい。 
 

★蔵元通信（2ヶ月に1度奇数月に発行予定）希望の方は 
 ご連絡下さい。無料 
 

★メールマガジン（天寿情報）希望の方は、E-ｍailで 

◆
◆
◆
◆ 

試
飲
即
売
会 

◆
◆
◆
◆ 

 
９
／
15
日
～
19
日 

◎
東
急
百
貨
店
【
東
横
店
】
B
１
和
洋
酒
売
場
に
て

試
飲
即
売
会
を
行
い
ま
す
。 

敬
老
の
日
贈
答
商
品
等
、
多
数
準
備
し
て
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

◆
◆
◆
◆
◆
天
寿
が
飲
め
る
店
◆
◆
◆
◆
◆ 

和
楽
（
カ
ズ
ラ
） 

 

神
奈
川
県
葉
山
御
用
邸
の
そ
ば
の
住
宅
地
に
オ
ー

プ
ン
し
た
中
華
の
店
。 

 

ま
ず
、
店
舗
が
目
を
引
く
。
築
百
十
年
の
古
い
和

建
築
を
大
改
装
し
て
、
和
モ
ダ
ン
な
不
思
議
で
落
ち

着
き
の
あ
る
空
間
を
作
り
ま
し
た
。
隠
れ
家
的
雰
囲

気
が
良
い
で
す
。  

 

若
い
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
が
作
る
料
理
は
ど
れ
も
み
な

美
味
い
！ 

デ
ザ
ー
ト
の
杏
仁
豆
腐
は
絶
品
だ
し
、
中

華
カ
ス
テ
ラ
も
食
べ
た
い
…
と
迷
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
も
値
段
は
と
て
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
す
。 

お
酒
類
も
豊
富
、
紹
興
酒
も

色
々
種
類
が
あ
り
、
勿
論
天

寿
も
あ
り
ま
す
。
早
く
も

リ
ー
ピ
ー
タ
ー
続
出
で
す
。 

シ
ェ
フ
お
任
せ
コ
ー
ス 

２
５
０
０
円
・
３
５
０
０
円 

時 

間 
 

ラ
ン
チ
11
時
30
分
～
15
時 

 

夜
の
部
17
時
30
分
～
23
時 

住 

所 
 
 

三
浦
郡
葉
山
町
一
色
１
９
７
４ 

電
話
番
号 

 

０
４
６
―
８
７
６
―
２
７
０
５ 



お 酒 の 
NEWS 

天
寿
大
吟
醸
雫
酒
『
鳥
海
の
雫
』 

 

発
売
の
ご
案
内 

  

今
年
も
５
０
０
本
限
定
で
大
吟
醸
雫

酒
『
鳥
海
の
雫
』
を
発
売
致
し
ま
す
。
春

に
袋
吊
り
で
自
然
落
下
さ
せ
た
お
酒
を

ビ
ン
火
入
れ
し
、
こ
の
時
期
ま
で
低
温
で

熟
成
さ
せ
ま
し
た
。
原
料
米
は
山
田
錦
１

０
０
％
、
酵
母
は
秋
田
流
花
酵
母
「
Ａ
Ｋ

-

１
」
の
仕
込
み
で
す
。
こ
れ
は
、
出
品
酒

と
全
く
同
じ
扱
い
で
す
。
是
非
ご
堪
能
下

さ
い
。 

 

尚
、
数
量
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ご
注
文
は
先
着
順
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。 

限定500本 

大吟醸雫酒 

「鳥海の雫」 
1800ml 

10.500円（税込） 

10月1日発売 

+2.5 
1.3 
0.9 
AK-1    
16.8  
35％   
山田錦 

●日本酒度 
●酸  度 
●アミノ酸 
●使用酵母    
●ｱﾙｺｰﾙ分  
●精米歩合   
●原 料 米 

地
元
矢
島
町
で
９
月
10
・

11
日
に
行
わ
れ
る
『
八
朔

祭
り
』
で
す
。 

(

写
真)  

純
米
吟
醸
『
ひ
や
お
ろ
し
』 

 

発
売
の
ご
案
内 

 
 

 

今
年
も
「
ひ
や
お
ろ
し
」
の
季
節
が

や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
東
京
農
大
花
酵

母
研
究
会
の
「
Ｎ
Ｄ
―
４
酵
母
」
を
使
用

し
、
天
寿
自
慢
の
「
天
寿
酒
米
研
究
会
」

産
美
山
錦
１
０
０
％
で
醸
し
上
げ
た
香

り
高
い
、
ふ
く
ら
み
の
あ
る 

純
米
吟
醸

「
ひ
や
お
ろ
し
」
を
発
売
致
し
ま
す
。 

日
本
酒
が
美
味
し
い
こ
の
季
節
、
旬
の
お

酒
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。 
 

尚
、
数
量
限
定
の
為
、
品
切
れ
の
際
は

ご
容
赦
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

限定500本 

純米吟醸 

「ひやおろし」 
1800ml・720ml 

2.835円（税込） 
1.418円（税込） 

9月1日発売 

+1.0～+3.0 
1.2～1.4 
1.4～1.6 
ND-4    
15.0～15.9  
60％ 
美山錦 

●日本酒度 
●酸  度 
●アミノ酸 
●使用酵母    
●ｱﾙｺｰﾙ分  
●精米歩合   
●原 料 米 

限定300本 

◆
◆
◆ 

楽
し
む
会
の
ご
案
内 

◆
◆
◆ 
【
花
酵
母
の
お
酒
を
楽
し
む
会
】 

 

今
話
題
の
東
京
農
大
花
酵
母
研
究
会
の
メ

ン
バ
ー
が
東
京
へ
全
員
集
合
す
る
唯
一
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
日
本
酒
業
界
に
新
風
を
吹
き

込
む
研
究
会
で
す
。
天
寿
か
ら
は
社
長
と
杜

氏
が
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。 

日 

時 

９
月
21
日
（
水
） 

時 

間 

18
時
30
分
～
20
時 

会 

場 

虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
新
館
１
階 

 
   
 

℡
０
３-

３
４
３
２-

７
２
６
１ 

会 

費 

６
，
０
０
０
円
（
税
込
み
） 

人 

数 

限
定
３
０
０
人 

形 

式 

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
制
・
立
食
制 

花
研H

P
  http
://w
w
w
.hanakoub

o.jp 

※
午
後
一
時
か
ら
は
業
者
用
商
談
会
有
り 

 

【
由
利
・
本
荘
の
地
酒
を
楽
し
む
会
】 

 

秋
田
県
酒
造
組
合
由
利
支
部
が
主
催
す
る

地
酒
を
楽
し
む
会
で
す
。
天
寿
・
由
利
正

宗
・
飛
良
泉
・
秋
田
誉
・
出
羽
の
富
士
の
五

蔵
が
、
秋
田
県
悲
願
の
酒
米
「
酒
こ
ま
ち
」

仕
込
み
の
お
酒
を
含
め
、
自
慢
の
酒
を
持
ち

込
ん
で
開
催
し
ま
す
。 

日 

時 

10
月
７
日
（
金
） 

時 

間 

18
時
30
分
～ 

会 

場 

秋
田
県
由
利
本
荘
市 

 
 
 
 

ホ
テ
ル
ア
イ
リ
ス 

会 

費 

３
，
０
０
０
円
（
税
込
み
） 

形 

式 

チ
ケ
ッ
ト
制
・
着
席
ス
タ
イ
ル 

◎
ど
ち
ら
も
、
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
天
寿
酒
造
ま
で 

合
併
へ
と
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
五
十

年
代
前
半
は
民
間
設
備
投
資
が
極
め
て
低

い
水
準
で
推
移
し
、
特
に
個
人
消
費
の
落

ち
込
み
で
不
況
感
が
一
層
強
ま
っ
て
い
っ

た
。
こ
う
し
た
社
会
背
景
も
影
響
し
ピ
ー

ク
時
で
あ
る
五
十
二
年
以
降
の
出
荷
量
は

減
少
の
一
途
を
辿
る
事
に
な
る
。
だ
が
こ

の
こ
ろ
は
ま
だ
「
灘
、
伏
見
の
上
級

酒
」
、
「
秋
田
の
二
級
酒
」
と
い
う
よ
う

に
、
所
謂
棲
み
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
。 

こ
の
頃
天
寿
の
販
売
量
の
う
ち
九
十

九
％
は
県
内
で
消
費
さ
れ
、
そ
の
中
で
も

本
荘･

由
利
地
区
の
地
場
消
費
が
九
十
％

を
占
め
る
典
型
的
な
地
酒
メ
ー
カ
ー
で
、

伝
統
あ
る
品
質
の
よ
い
酒
造
り
を
推
し
進

め
る
と
と
も
に
、
地
元
第
一
主
義
を
前
面

に
打
ち
出
し
て
い
た
。
地
元
で
喜
ば
れ
る

も
の
を
念
頭
に
置
き
販
売
も
問
屋
に
任
せ

る
の
で
な
く
、
自
ら
積
極
的
に
小
売
店
回

り
を
行
い
、
小
売
店
か
ら
の
要
望
、
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
上
げ
る
こ
と
に
務
め

た
。
「
積
み
重
ね
主
義
」
の
実
践
が
そ
の

頃
の
方
針
、
背
伸
び
は
せ
ず
、
毎
年
着
実

に
販
売
量
を
伸
ば
し
て
行
っ
た
。
五
十

七
、
八
年
頃
の
低
迷
期
に
、
全
国
の
大
手

メ
ー
カ
ー
や
県
内
各
メ
ー
カ
ー
が
軒
並
み

前
年
実
績
を
割
り
込
む
中
に
あ
っ
て
も
、

販
売
数
量
を
落
と
す
こ
と
な
く
業
績
を
伸

ば
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
元
重

視
を
貫
い
た
結
果
地
元
の
人
た
ち
が
支
え

て
く
れ
た
事
に
よ
る
も
の
と
思
っ
て
い

る
。 

六
代
目
永
吉 

そ
の
Ⅰ 
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昭
和
五
十
年
九
月
二
十
三
日
丁
度
彼

岸
の
中
日
、
五
代
目
永
吉
（
勲
五
等
瑞

宝
章
）
は
八
十
二
歳
で
天
寿
を
全
う
し

た
。
専
務
の
私
〔
建
徳
（
二
男
）
〕
が

直
ち
に
代
表
取
締
役
と
な
り
、
相
続
そ

の
他
派
生
す
る
諸
問
題
の
処
理
に
当

た
っ
た
。
十
一
月
三
十
日
の
定
時
株
主

総
会
で
社
長
に
就
任
し
た
が
、
永
吉
を

襲
名
し
た
の
は
五
十
六
年
九
月
先
代
の

七
回
忌
を
済
ま
せ
た
後
で
あ
る
。
先
代

は
生
前
「
永
吉
は
い
い
名
前
だ
か
ら
襲

名
し
た
方
が
い
い
。
」
と
言
っ
て
い
た

が
、
世
の
中
が
ど
ん
ど
ん
近
代
化
さ
れ

て
い
く
時
代
で
あ
っ
て
伝
統
的
な
も
の

が
今
ほ
ど
尊
重
さ
れ
る
世
相
で
な
く
、

当
時
町
議
会
議
員
で
選
挙
に
も
出
て
い

た
こ
と
で
何
と
な
く
古
臭
い
イ
メ
ー
ジ

に
感
じ
て
気
後
れ
し
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。 

 

し
か
し
、
先
代
の
遺
志
で
も
あ
り

「
永
吉
酒
」
の
伝
統
は
守
り
継
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
想
い
も
強

く
、
ま
た
六
代
目
を
継
ぐ
べ
く
し
て
果

た
せ
ず
に
戦
死
し
た
兄
（
勲
六
等
瑞
宝

章
）
の
志
も
代
わ
っ
て
果
た
す
べ
く
、

先
代
の
七
回
忌
に
合
わ
せ
て
新
し
く
墓

も
立
て
、
決
意
も
新
た
に
し
て
襲
名
し

た
の
で
あ
っ
た
。 

130周年を迎える 
天寿の歴史（五）ー1 

手
続
き
は
、
家
庭
裁
判
所
に
申
請
す
る

の
で
あ
る
が
、
役
者
の
襲
名
と
違
っ
て

芸
名
と
か
通
称
で
は
な
く
戸
籍
上
の
名

前
を
変
え
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
れ
な
り

の
理
由
と
覚
悟
も
要
る
し
、
前
科
が
あ

れ
ば
却
下
さ
れ
る
。
私
の
場
合
先
代
の

没
後
五
年
以
上
も
経
っ
て
い
た
の
で
必

要
性
を
問
わ
れ
、
「
永
吉
酒
」
の
イ

メ
ー
ジ
を
守
る
商
売
上
の
理
由
と
し
た

の
で
あ
る
。
今
で
も
偶
に
幼
名
で
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
却
っ
て
違
和
感

を
覚
え
る
く
ら
い
で
、
祖
先
の
心
を
心

と
し
す
っ
か
り
永
吉
に
な
り
き
っ
て
い

る
現
在
で
あ
る
。 

昭
和
五
十
年
、
清
酒
業
界
全
体
で
は

販
売
高
一
千
万
石
に
迫
ろ
う
か
と
い
う

「
わ
が
世
の
春
」
の
頂
点
に
あ
っ
た
。

地
方
の
中
小
蔵
も
、
こ
の
年
発
足
し
た

日
本
名
門
酒
会
（
後
に
我
社
も
会
員
と

な
る
）
を
始
め
と
す
る
流
通
業
界
の
強

力
な
意
欲
を
得
て
、
地
方
酒
ブ
ー
ム
の

は
し
り
を
み
せ
る
。
し
か
し
秋
田
の
酒

は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
持
つ
灘
、
伏

見
な
ど
の
大
手
の
進
出
で
、
徐
々
に
押

さ
れ
て
い
き
同
業
者
間
の
競
争
も
激
化

し
て
い
っ
た
。
業
界
の
清
酒
生
産
の
完

全
自
由
化
（
四
十
九
年
七
月
）
は
、
そ

れ
ま
で
酒
造
業
界
に
長
年
浸
透
し
て
い

た
販
路
拡
大
の
意
識
を
強
め
生
産
過
剰

を
生
む
結
果
と
な
っ
た
。
大
手
が
次
々

と
増
量
体
制
を
整
え
台
頭
す
る
に
従

い
、
小
規
模
メ
ー
カ
ー
は
廃
業
或
い
は


